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発酵紅参とは、高麗人参（朝鮮人参）を一度蒸して紅参とした後、発酵させたものであ

る。高麗人参は古くからその機能性が知られており、健胃強壮、鎮静、血糖調整や血圧調

整などの効果があるとされている。しかし、高麗人参は人によってその機能性が得られな

かったり、のぼせや動悸がしたりするといった症状が出てしまう場合があった。 
最近の研究 1) 2)で、高麗人参中のジンセノサイドと呼ばれる成分が、腸内善玉細菌により

代謝され、高機能性生理活性物質『Compound K』となり、それが血中に吸収されること

によって、その機能性を発揮することが報告されている。ジンセノサイドの代謝経路を図 1
に示す。高麗人参には、主に Rb1、Rb2、Rc、Rd が含まれており、それらが腸内善玉細菌

に代謝されることによって、『Compound K』が産生される。しかし、Rb1、Rb2、Rc、Rd
といったジンセノサイドを代謝する腸内善玉細菌が少ない人は、この代謝経路が進まず、

『Compound K』が産生されないため、高麗人参から十分に機能性を得ることが出来ない。 
このように、高麗人参の機能性が得られなかったり、のぼせや動悸がしたりするといっ

た症状が出る人と出ない人がいるのは、腸内善玉細菌が異なっているためであることが分

かってきた。そこで、全ての人がその十分な機能性が得られる製品の開発が始まった。長

年の研究の末に選別した乳酸菌（Leuconostoc mesenteroides M-3）を用いて、紅参を発酵

させることで、発酵前ではほとんど含まれていない『Compound K』が、発酵後には産生

していることが確認され（図 2）、ジンセノサイドを『Compound K』へ変換させる方法が

開発された。この発酵紅参を摂取することによって、ジンセノサイドを代謝する腸内善玉

細菌の有無に関係なく、高機能性生理活性物質『Compound K』を摂取することができ、

その機能性が期待出来るようになった。 
すでに発酵紅参に関連した様々な製品が多く販売されているが、『Compound K』を含ん

でいる製品はほとんど無い（図 3）。 
 
『Compound K』の効果 
先に述べた通り、『Compound K』は血中に吸収されて、その機能性を発揮する。ラット

に『Compound K』を経口投与した後、経時的に血漿中の『Compound K』を定量した結

果、経口投与後すぐに血中に吸収されていることが報告されている 3)。 
また、tert-butyl hydroperoxide によって肝障害を誘導したマウスに『Compound K』を

経口投与することで、肝障害の指標となる GPT や GOT の上昇が抑えられ、肝臓の機能が

保護されることが報告されている 4)。 



近年、『Compound K』の機能性に関する報告が多くなされており、抗炎症作用 5)、糖尿

病抑制 6)、抗アレルギー7)や腫瘍増殖抑制 8)などが報告されている。今まで伝統的に知られ

ていた高麗人参の機能性に科学的な根拠が得られつつある。 
 
製造方法 
発酵紅参 CK20 は、管理生産された 6 年根の高麗人参を、まず 95℃で 6 時間かけて蒸し、

10～15 日間の天日干しもしくは 50～60℃で 4～5 日間乾燥させ、紅参を製造する。次に紅

参を細かく粉砕し、そこに乳酸菌（Leuconostoc mesenteroides M-3）を添加して、発酵さ

せる。経時的に『Compound K』を定量し、『Compound K』が総ジンセノサイド中の 20%
以上になった時点で発酵を終了させる。その後、ジンセノサイドなどの有効成分の抽出を

行い、その抽出液を濃縮した濃縮エキス、粉末化した濃縮パウダーを製造している。 
 
おわりに 
弊社は、発酵紅参 CK20 の有用性を見込んで、高機能性生理活性物質『Compound K』

を高含有する発酵紅参の製造の工業化に成功したメタボラボ社㈱と独占販売契約を締結し

た。メタボラボ社㈱は、『Compound K』を高含有する発酵紅参の製造の工業化に成功し、

2009 年 12 月に全産業領域における発明の中から選出され、韓国政府より発明大賞の金賞

を受賞している。その工場は韓国国内の発酵紅参の製造工場としては、唯一韓国政府に

GMP 工場として認可されており、その製造方法などの関連特許も取得している。 
 濃縮エキスのソフトカプセルや濃縮パウダーのタブレットなど従来型の形態での素材提

案に加え、丸薬といった新形態での製造・販売を行っている。 
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